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今
年
も
令
和
三
年
四
月
六
日
〜

十
五
日
ま
で
の
十
日
間
に
お
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

本
運
動
は
、
広
く
国
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
国
民
自
身
に
よ
る
道
路

交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
死
者
数
全
体
の
う
ち
、
歩
行
者
の
割
合
が
最
も
多
く
、
な

か
で
も
子
供
が
死
者
、
重
傷
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
新
入

学
や
進
級
を
迎
え
る
四
月
以
降
に
小
学
生
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
が
増

加
す
る
な
ど
依
然
と
し
て
道
路
に
お
い
て
子
供
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
重
点
と
し
て
『
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保
』『
歩
行
者
等
の
保
護
を
始

め
と
す
る
安
全
運
転
意
識
の
向
上
』
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

登
下
校
の
時
間
帯
な
ど
は
特
に
注
意
し
て
車
両
の

運
転
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

令
和
３
年

春
の
全
国

  

交
通
安
全
運
動
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健康
ワンポイント
アドバイス 

感染症予防のためにマスク、手洗いうがい、消毒が
当たり前の生活になりました。皆さん十分に気をつけ
ていると思いますが、万が一感染症にかかってしまっ
たら…？まずはかかりつけ医や専用ダイヤルへ相談す
ることが大事ですが、初期対応や栄養補給の仕方を知っ
ておくとより早い回復が期待できます。

診断を受け、薬がある場合は服用し十分な水分補給をしましょう。 日頃から免疫力を高めるために規
則正しい生活と栄養バランスの良い
食事を心がけましょう。また、寝込
んでしまった時のために長期保存が
できるゼリー飲料やスポーツドリン
ク、経口補水液や手軽に食事ができ
るインスタント食品など普段から備
蓄しておくと良いでしょう。

初期対応 感染を拡げないために

栄養補給

流行りの感染症に
かかってしまったときは？

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と

は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組

や
日
本
健
康
会
議
が
進
め
る
健
康
増
進

の
取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康

経
営
を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や
中
小

企
業
等
の
法
人
を
日
本
健
康
会
議
が
認

定
す
る
制
度
で
す
。

健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業

員
や
求
職
者
、
関
係
企
業
や
金
融
機
関

な
ど
か
ら
「
従
業
員
等
の
健
康
管
理
を

経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
法
人
」
と
し
て
社
会
的

に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。社

内
で
も
健
康
診
断
か
ら
月
一
回
の

社
内
で
教
育
を
実
施
し
、
一
人
一
人
が

健
康
で
い
き
い
き
と
働
け
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
利
厚
生
も
充
実
を
図
り
ま
し
た
の

で
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
も
健
康
も
第
一
で
令
和
三
年
度

全
員
で
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
認
定



（3）

昨
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
社
内
報
へ

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
鈴
木
百
代
さ
ん

へ
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
お
礼
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
に
は
「
お
ら
く
に
ど
う
ぞ
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
茶
の
湯
に
つ
い

て
鈴
木
さ
ん
の
思
い
出
と
と
も
に
た
く

さ
ん
の
お
話
を
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勉
強
不
足
の
私
は
、
原
稿
を
前
に
漢

字
の
読
み
方
を
調
べ
て
ル
ビ
を
振
る
の

に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
鈴
木
さ
ん

と
一
緒
に
社
内
報
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

遊
び
に
行
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
百
代
さ
ん
投
稿

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

みなさま、はじめまして。株式会社イーエックスの
渡瀬吉朗（わたせよしあき）と申します。これから1
年間、こちらの風紋にてコラムを書かせていただきま
すので、どーぞよろしくお願いします。
コラムのタイトルは「出会いに感謝」とさせていた

だきました。
このタイトルを付けた理由は、私が求人広告の営業

や経営コンサルティングを通じ、北は北海道から南は
九州に至るまであらゆる地域の経営者と仕事をしてま
いりましたが、お会いしたすべての社長がみんな人間
的魅力に溢れ、とても素敵な方々ばかりだったので、
現場での事例や経営者の考え方を紹介することが、読
者のみなさまのお役に立てるかも知れないと思ったか
らです。

営業マン時代に出会った住設機器販売会社の社長
それでは、早速、一人目の魅力的な社長を紹介し

たいと思います。私の自己紹介を兼ねて、私が駆け出
し営業マンだった頃に出会った住設機器販売会社の
社長の話をしたいと思います。
私は今から30 年以上も前、ただ単にネクタイを締

め、スーツを着て仕事をしたいという恥ずかしい理由
で、求人誌を発行している会社で営業として勤め始め
ました。
社内で様々な研修を済ませ、やっと一人で営業に出

た、初日の 1 件目に飛び込んだお客様から、なんと注
文を頂けたのです。普通こういう話をすると、なかな
か受注が取れずに思い悩んでいたその時、運命的な
出会いが…と展開したいところですが、なんと1 件目

のお客様で無事注文を頂いたのです。これだけでは、
単なる私の自慢話で終わってしまうのですが、実際は
そんなにうまい話ではありませんでした。
研修では、なんとか話せた営業トークも実際の現場

では、声は上ずるし、資料を出す手はガタガタ震えて
いるし、途中から何を喋ってるかもわからなくなり、ま
ともな営業ができなかったんです。あまりに悔しすぎ
て、思わず私は「社長！すみません、もう1 回最初か
らやらせてもらえませんか？」と懇願して事務所に入
るところからもう一度やり直させてもらいました。（←
こういうところも馬鹿です。）
しかし、結局、2 回目もうまくいきません。（トホホ）
相手の社長も苦笑しています。
それでも、私は諦めずに「社長！すみません、緊張

せずに営業をする方法を教えて下さい！」とお願いして
みたのです。するとその時、「そのままでいいんだよ！
申込書を出しなさい」と言われ、申込書を書くよう指
示されました。
「？」ですよね。
私は何がなんだかさっぱりわからず、とにかく鞄か

ら申込書を出して、そのお客様の会社名、ご住所、社
長のお名前などを夢中で記入しました。しかし、最後
の最後まで駄目営業の典型です。手にかいた汗と顔か
らポタポタと滴り落ちた汗で、注文書はまるでコップの
お水をこぼしてしまったかのようにヨレヨレ。ボールペ
ンで書いた字も滲み、悲惨な状態になってしまいました。
「あーっ、すみません」と言って新しい注文書を出そ
うとする私から、ヨレヨレの注文書をさっと取り上げて、
スラスラとサインをしながら、その社長はこう言ったの
です。
私は広告枠を買ったんじゃない。
お前の「汗」を買ったんだよ！

Thank you for meeting
渡 瀬  吉 朗 Vol. 1
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※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

4月安全努力目標
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ゴ
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保
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掛
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崎
市
建
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会

3
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静
岡
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建
設
業
協
会
昭
和
会
令
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二
年
度
幹
事
会

3
25

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
定
例
役
員
会

行
事
予
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3
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4
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）

3
30

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

4
6
〜
4
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

日
本
に
来
て
か
ら
、
新
し
い
趣
味
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
休
み
の

日
、
私
に
と
っ
て
料
理
を
作
る
こ
と
ほ
ど

楽
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
新
し
い
趣
味
を
追
加
し
ま
し
た
。

食
品
を
買
う
た
め
に
ス
ー
パ
ー
に
行
く

の
が
大
好
き
で
す
。
特
に
割
引
食
品
を

買
う
の
が
好
き
で
す
。

私
は
毎
週
末
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
割

引
食
品
を
買
っ
て
い
ま
す
。
割
引
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
品
質
は
い
い

と
思
い
ま
す
。
定
価
に
比
べ
て
、
安
い
で

す
。
割
引
だ
か
ら
、
買
う
前
に
消
費
期

限
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
上
、
使
用
時
間
も
短
い
の
で
買
っ
た
あ

と
で
す
ぐ
に
使
い
ま
す
。
私
は
一
人
で
住

ん
で
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
分
だ
け
買
い

ま
す
。
使
わ
な
い
で
捨
て
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
の
で
、
安
く
て
も
買
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

割
引
食
品
を
買
う
こ
と
は
面
白
い
で

す
よ
。
割
引
食
品
を
購
入
す
る
と
お
金

も
節
約
で
き
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
海
外
で
の
生
活
費
を
節
約

す
る
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
の
表
示
に
も
対
応
し
、
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
新
た

に
し
ま
し
た
の
で
一
度
覗
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

今
後
も
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
月
六
日
に
店
社
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
繰
越
工
事
が
何
件
か
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
安
全
第
一
で
作

業
を
お
願
い

し
ま
す
。

つ
ぶ
や
き

工
事
部
　
ジ
ャ
ッ
プ
ヴ
ァ
ン
チ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

　
新
し
く
な
り
ま
し
た

年度安全標語〈気を抜くな 慣れた作業に意外な危険
リスク回避で安全作業〉

作業安全
・気の緩みによるヒューマンエラーの防止
・第三者の立入禁止措置を確実に
交通安全
・新入学児童への気配り運転
環境目標
・管理車両内、机まわりの整理・整頓をしましょう

春の全国交通安全運動〈4/6～ 4/15〉

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回


